
信楽のバイオリニスト

藤
ふ じ

原
わ ら

 利
り

佳
か

さん

　信楽町にお住
まいの藤原さんは、

関西フィルハーモニー
管弦楽団の楽団員で、バ
イオリン奏者として活躍
されています。一方で、地
域でのボランティアコン
サートなどの活動にも

熱心に取り組まれて
います。

◆いつからバイオリンを始められたのですか？
　�　６歳の時に始めて、それからずっとバイオリン
と歩んできました。私は大阪出身で、結婚を機に
信楽に移ってきましたが、この楽器を通じて色々
な人と出会わせていただきました。

◆楽器が色々な出会いを作ったのですね？
　�　はい。関西フィルの一員として毎年あいこうか
市民ホールでニューイヤーコンサートを開催させ
ていただいていることにはじまり、今まで関わら
せていただいた方々と小さな演奏会を何度も開催
しています。バイオリンがなければ、こういうつ
ながりはなかっただろうなと思います。

◆演奏会の雰囲気はどんな様子ですか？
　�　演奏会は、主催者の方と私が一緒に企画して、
ギャラリーや個人宅といったアットホームな場所
で開いています。普段とは違い、目の前のすぐ近
いところで演奏を聴いていただけるので、皆さんも
私も暖かい雰囲気の中で演奏会を楽しんでいます。
　�　信楽図書館などで開催している演奏会も地域の
皆さんに恒例行事として親しまれてきました。これ
からも、色んな場所で、多くの方々に演奏を聴いて
いただき、音楽に親しむ文化がもっと地域に広がっ
ていけばいいなと思っています。

◀�市民ホール「BAカフェ」
　リニューアル記念の演奏

※８月４日（日）
14時からあいの土山
文化ホールにてコンサー
トが開かれます。藤原さん
の奏でる音色をぜひお楽し
みください。

問い合わせ
あいの土山文化ホール
�☎66-1602

区、消防団が水防技術の再点検　

日本の作法を、文化を学ぶ茶道体験　

宮町区水防訓練

フランス青年ホームステイ

　
「
土
の
う
づ
く
り
と
効
果
的
な
積
み
方
」

講
習
会
が
6
月
23
日
、
宮
町
会
館
周
辺
で

開
催
さ
れ
、
区
関
係
者
13
人
、
消
防
団
雲

井
分
団
の
団
員
31
名
が
参
加
し
、
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
の
技
術
を
再
点
検
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
宮
町
区
が
雲
井
地
域

の
消
防
団
と
協
働
し
て
実
施
、
河
川
増
水

時
の
水
防
や
火
災
時
の
水
利
確
保
の
た

め
、
土
の
う
の
正
し
い
作
り
方
や
運
用
方

法
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
、
信
楽
消
防
署

の
消
防
士
２
名
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
一
緒
に
土
の
う
を
作
る
際
の

土
の
量
や
、
口
の
縛
り
方
、
河
川
堤
防
へ

積
む
際
の
基
本
的
な
積
み
方
と
、
目
砂
の

突
き
か
た
め
等
を
学
ん
だ
区
関
係
者
は

「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

で
あ
い
の
時
な
ど
に
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

地
元
で
共
有
し
た
い
」と
研
修
の
意
義
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
な
ど
を
目
的
に
市
内
に
約

一
か
月
滞
在
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
大

学
生
５
名
が
７
月
３
日
、
甲
賀
町
佐
山

で
茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
滞
在
事
業
は
、
夏
季
休
暇
を
利

用
し
て
行
わ
れ
る
日
本
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
前
に
、
地
域
の

中
で
文
化
や
言
語
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
主
催

し
て
い
る
も
の
で
、
市
内
で
は
甲
賀
国

際
交
流
音
楽
会
実
行
委
員
会
と
有
志
の

皆
さ
ん
が
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
作
法
の
持
つ
意
味
を

学
ぼ
う
と
日
本
語
で
一
生
懸
命
会
話
し

な
が
ら
、
初
め
て
の
動
作
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し「
４
０
０
年
前
の
作
法
が
伝

わ
っ
て
い
て
、
僕
た
ち
が
経
験
で
き
る

の
は
す
ご
い
こ
と
」と
日
本
の
伝
統
文
化

に
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

▲区と消防団による土のう作り

▶
作
法
一
つ
ひ
と
つ
の
意
味
を
読
み
解
い
て

サイクリングで地域とふれあう
忍者の里甲賀ふれあいサイクリング

　
忍
者
の
里
甲
賀
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ

ン
グ
が
７
月
６
日
、
甲
賀
町
を
中
心
に

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
都
市
部
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
と
地
元
の
方
々
が
甲
賀
の
田

園
地
帯
や
土
山
の
茶
園
の
中
を
一
緒
に

走
り
、
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と

を
目
的
に
、
大
久
保
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
が
主
催
し
ま
し
た
。

　
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
遠
方
か
ら
の
参

加
者
は「
空
気
が
き
れ
い
。
土
と
緑
の

匂
い
が
気
持
ち
い
い
。」と
約
25
㎞
の
道

の
り
を
大
原
ダ
ム
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
地
元
の
方
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
気
持
ち
よ
く
汗
を
か
い
て
走
り

終
え
、
お
昼
に
は
地
元
農
家
が
古
式
農

法
で
育
て
た
自
慢
の
お
米
で
お
腹
を
満

た
し
ま
し
た
。

▲大原ダム前の坂を駆けのぼる

初めて触れる生きた魚に
　　　　おっかなびっくり

親子さかなつかみ大会

　

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

甲
賀
市
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座
の
第
２
回「
野
洲

川
自
然
教
室
」と「
親
子
さ
か
な
つ
か
み
大

会
」が
７
月
15
日
、
水
口
町
鹿
深
大
橋
近
く

の
野
洲
川
で
同
時
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０

人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
生
き
た
魚
と
触
れ
合
う

体
験
を
通
し
て
、
野
洲
川
や
地
域
の
豊
か

な
自
然
を
見
直
し
て
ほ
し
い
と
野
洲
川
を

愛
す
る
会
が
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
14
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
日
放
た
れ
た
魚
は
、
ア
マ
ゴ
や
ニ

ジ
マ
ス
計
５
０
０
匹
。
初
め
て
生
き
た
魚

に
触
れ
る
子
ど
も
も
い
て
最
初
は
お
っ
か

な
び
っ
く
り
の
様
子
で
し
た
が
、
親
子
で
網
を
使
っ
た
り
、
川
の
端
に
追
い
詰
め

た
り
す
る
う
ち
に
次
第
に
夢
中
に
な
り
、
魚
つ
か
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲親子で夢中になった魚つかみ

女性消防隊がAEDの使い方を指南
希望ヶ丘小学校応急救護研修

　
消
防
団
女
性
消
防
隊
に
よ
る
A
E
D
を
使
っ
た
応
急
救
護
研
修
が
７
月
18
日
、

希
望
ヶ
丘
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
保
護
者
ら
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
同
校
P
T
A
厚
生
部
が
、
地
区
水
泳
な
ど
水
に
接
す
る
機
会
が

多
く
な
る
夏
休
み
に
、
い
ざ
と
い
う
時
保
護
者
が
冷
静
な
対
応
を
と
れ
る
よ
う
に

企
画
し
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
A
E
D
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
心
肺
蘇
生
法
と

併
用
し
な
い
と
意
味
が
な
い
こ
と
、
適
切
に
応
急
救
護
を
実
施
し
て
も
一
刻
も
早

い
病
院
へ
の
搬
送
が
必
要

な
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
実
技
で
心
肺
蘇
生

法
を
体
験
し
た
保
護
者
は

「
と
て
も
一
人
で
は
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

冷
静
に
協
力
者
を
募
ら
な

い
と
」と
研
修
に
よ
っ
て
意

識
を
改
め
て
い
ま
し
た
。

▲女性消防隊の指導で胸骨圧迫
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